
化学化学化学化学ⅠⅠⅠⅠ    レポートレポートレポートレポートＮｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．５５５５                                                                                                                                                             設問設問設問設問２２２２・・・・３３３３・・・・４４４４    酸化数：酸化還元のめやすとして原子１個に割り当てられる数。必ず符号をつける！        化学反応後 増加 → 酸化              減少 → 還元   〔酸化数の決め方〕 １．単体中の原子の酸化数は０      Ｈ２（Ｈの酸化数は０）  Ｏ２（Ｏの酸化数は０）  Ｃｕ（Ｃｕの酸化数は０）        ２．単原子イオンは、イオンの価数と同じ      Ｈ＋（Ｈの酸化数は＋１）  Ｏ２－（Ｏの酸化数は－２）  Ｍｇ２＋（Ｍｇの酸化数は＋２）    ３．化合物中の酸化数の総和は０       基本的に Ｈは＋１            Ｏは－２ で計算              ＮａＯＨ Ｏの酸化数は－２、Ｈの酸化数は＋１なので、Ｎａの酸化数は＋１              ＮＨ３  Ｈの酸化数は＋１なので、Ｎの酸化数は－３        ４．多原子イオンの酸化数の総和はイオンの価数と同じ      ＳＯ４２－ Ｏの酸化数は－２なので、             【Ｓの酸化数】＋（－２）×４＝－２           を計算するとＳの酸化数は＋６      ＮＯ３－  同様に、【Ｎの酸化数】＋（－２）×３＝－１            計算するとＮの酸化数は＋５                  



 設問設問設問設問６６６６    金属のイオン化傾向：金属が水や酸などと反応して電子を放出し、陽イオンになろうとする性質のこと。              イオン化傾向の大きい金属から順に並べた列をイオン化列という。                大                イオン化傾向                 小  Ｋ Ｃａ Ｎａ Ｍｇ Ａｌ Ｚｎ Ｆｅ Ｎｉ Ｓｎ Ｐｂ （Ｈ２） Ｃｕ Ｈｇ Ａｇ Ｐｔ Ａｕ 覚え方  貸そうか  な   まぁ  ある  あ  て   に   すん   な   ひ   ど  す   ぎる  借  金     イオン化傾向が大きい金属は、陽イオンになりやすい                 ｅ－を放出しやすい                 酸化されやすい  例）  ・亜鉛 Zn を硫酸銅 CuSO4水溶液に入れると・・・  ＣｕＳＯ４ → Ｃｕ２＋ ＋ ＳＯ４２－    Ｚｎ ＋ Ｃｕ２＋ → Ｚｎ２＋ ＋ Ｃｕ        Ｚｎ → Ｚｎ２＋ ＋ ２ｅ－        Ｃｕ２＋ ＋ ２ｅ－ → Ｃｕ        亜鉛は銅よりもイオンになりやすい。                             イオン化傾向 Ｚｎ＞Ｃｕ   ・銅 Cu を硝酸亜鉛 Zn(NO3)2水溶液に入れると・・・  Ｚｎ（ＮＯ３）２ → Ｚｎ２＋ ＋ ２ＮＯ３－    反応は起こらない。亜鉛の方がイオンになりやすいから（イオン化傾向Ｚｎ＞Ｃｕだから）。           


